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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は，鉄鋼製造プロセスにおける鋼板スプレー冷却の高度制御を目的として，沸騰現象に支

配される冷却特性と鋼板表面性状との関係を工学的に解析したものである．スケール厚さ，スケー

ル種類，および表面粗さに着目した系統的な実験と伝熱解析により，膜沸騰から遷移沸騰への移行

に伴うクエンチ挙動を定量的に評価している．特に，クエンチ開始条件を液体と固体表面の界面温

度という統一的指標で整理することで，表面性状の違いを超えた普遍的な理解を示した点は重要で

ある．さらに，マイクロスケール構造による局所的熱伝達の増大や多段階クエンチの発生機構を明

らかにし，冷却ばらつき抑制や品質安定化に資する具体的知見を与えている．これらの成果は，高

品質鋼板製造における冷却設備設計および運転指針の高度化に貢献するものであり，学術的ならび

に工学的に重要な知見を含む．よって本論文は，博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 


